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2024 年 8月消費者物価指数は前月比横ばいへと落ち着く 

ベトナム統計総局(GSO)によれば、2024 年 8 月の消費者物価指数(CPI)は前月比横ばい(都市部

+0.02%、地方－0.03%)へと落ち着いた。前年同月比では+3.45%であった。2024年1～8月の平均

CPI は前年同期比+4.04%となり、食品とエネルギーを除外したコアインフレ率は同＋2.71%となった。 

2024年 8月 CPI の前月比上昇率 

費目グループ 増減率 

住宅・建設資材 +0.29% 

食品・外食 +0.27% 

その他製品・サービス +0.20% 

医療・医薬 +0.18% 

郵便・通信 +0.15% 

飲料・たばこ +0.15% 

教育 +0.14% 

文化・エンタメ・旅行 +0.12% 

設備・家庭用品 +0.09% 

衣類・履物 +0.05% 

交通(ガソリンを含む） －1.98% 

出所:ベトナム統計総局(GSO) 

 CPI を構成する 11 費目のうち、全体の 3 割強

を占める食品・外食が前月比+0.27%であったこ

とを含め、10 グループが前月比で緩やかに上昇し

た。詳細項目の中で上昇が目立つのは、宝飾品

(前月比+1.89%)や外国人観光サービス(同

+0.72%)などであった。 

交通グループは、主にディーゼル油価格(同－

7.05%)、国内ガソリン(同－5.83%)、鉄道運

賃(同－4.09％)の低下により大幅に下落した。 

2024年 1～8月の平均 CPI上昇率(前年同

期比+4.04%)は IMF による 4 月時点見通し

(2024 年通年で同+3.7％)を上回っているが、8

月単月では CPI 全体(同+3.45%)、コアインフレ

率(同+2.53%)ともに落ち着きが示された。 

各国CPI の上昇率推移(前年同月比、%) 

 
出所：各国の統計管轄当局 

2024年の経済見通し 

 GDP成長率(%) インフレ率(%) 

ベトナム 5.8 3.7 

フィリピン 6.0 3.6 

インドネシア 5.0 2.6 

タイ 2.9 0.7 

中国 5.0 1.0 

アジア 4.5 2.4 

世界 3.2 5.9 

出所:国際通貨基金(IMF)による 2024年 4月時点見通し 

但し下線のあるものは 2024年 7月アップデート  
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